
「この世に命を授かりもうして」（一般書・新書） 

 酒井 雄哉∥著 幻冬舎ルネッサンス 

          著者は天台宗の僧侶で、約７年かけて４万キロを

歩く荒行「千日回峰行」を 1980 年と 1987 年に

二度満行し、現在の生き仏と言われた人です。

本書は、亡くなる直前の著者へのインタビューを

まとめたものです。命というものと極限まで向か 

い合う修行をした著者は、癌を患ってもなお、人生に感謝し、 

「いま」を楽しみ、柔らかな言葉で人生の極意を語っています。 

また、著者の師、箱崎文応は、いわき市小名浜出身です。 

著者の書いた他の本には、箱崎文応が登場することが多いの

で、いわきに住む人にとって、身近に感じられると思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「いまを乗り越える哲学のすごい言葉」（一般書・新書） 

                  晴山 陽一∥著 青春出版社    

本書は、哲学者たちの名言をテーマ別にまと

め紹介した本です。テーマは人生、恋愛、知識、 

哲学、お金など、人が生きていく上で遭遇するで 

あろうさまざまな状況が設定されています。 

そこで紹介されている言葉は短いながらも、深く、

考えさせられるものばかりです。一例を挙げると、「困難だからや

ろうとしないのではない。やろうとしないから、困難なのだ。」という

ような、いかにも哲学者らしい言葉が紹介されています。 

解説は簡潔に書かれているため、自分で考えることが必要で

すが、さまざまな名言を知ることができる一冊です。 

「おじいちゃんがのこしたものは・・・」 （児童書・絵本） 

マイケル・モーパーゴ/文 ジム・フィールド/絵 佐藤 見果夢∥訳   評論社

          時期的にはまだ早いのですが、家族で迎える

ク        クリスマスのお話です。この本の主人公のミアの

         家族は、プレゼントを開け終えたら ミアが子ども 

のころに、おじいちゃんからもらったクリスマスプレ

ゼントである、「おじいちゃんの手紙」を全員で読 

みます。おじいちゃんがミアたちの幸せのために、願ってくれた宝

物のことばを読むのです。おじいちゃんがミアに伝えたかったこと

は、時を経て、ミアが母親となり、その子どもたちへと受け継がれ

て行きます。高価なプレゼントも良いですが、お金では買うことの

できない素敵なプレゼントを、今から考えてみたくなる一冊です。 

 

 

め 

いわき総合図書館 

 【図書館歳時記】「『安藤信正生誕 200 年 その 3』 

アメリカのペリー率いる艦隊が浦賀に来航したのは、嘉永６（1853）年 6 月 3 日の午後 5 時頃でした。

ペリーは江戸幕府に開国を迫り、翌年の嘉永７（1854）年 3 月、ペリーが再来日した折りに、日米和親

条約が締結されました。なお、この条約が発効したのは安政２（1855）年 1 月 5 日です。 

この頃、信正は幕府の寺社奉行の職に就いていましたので、開国を直接、所管していたわけではありま

せんが、幕閣の一人として、ことの成り行きを注視していたと思われます。 

この後、幕府が進める開国政策に反対する攘夷派の活動が激しさを増し、安政４（1857）年10月21日

にはタウンゼント・ハリス襲撃未遂事件が起きるなど、時代は混迷の度を深めていきます。（次号に続く） 

                               いわき総合図書館長 夏井芳徳 

 

おすすめの本紹介 

「小泉武夫の味覚極楽舌ったけ」 （一般書・料理） 

小泉 武夫∥著 東京堂出版  

本書は福島県小野町出身の著者が、日本経

済新聞に連載中の「食あれば楽あり」をまとめた

ものです。「サンマめし」を紹介した文章の中で

著者は、「小さい時、福島で食べた味を思い出

し、涙が止めどもなく流れ出てきて、しょっぱい 

味になってしまった」、と書いています。目次に出てくる、「ピュル

ルピュルル涎大洪水の美味」、「失神寸前美味の絶頂」などの

「小泉造語」も、楽しく味わえます。  

食べ物のすばらしさだけでなく、食べる喜び、食べ物に対する

ロマンを感じてみてはいかがでしょうか。 

お す
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【いわき総合図書館の累計貸出冊数が 

1,000 万冊 を超えました】 

 

いわき総合図書館は、平成19 年10 月25 日に 

開館してから 12 年目の令和元年７月に累積の貸 

出冊数が 1,000 万冊を超えました。 

 たくさんのご利用、ありがとうございました。 

今後も、「また来たくなる、みんなの役に立つ 

図書館」として、幅広い資料の収集と情報の提供 

に努めますので、どうぞ、ご利用ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【「あかちゃんへのおはなしかい」を開催します】 

子どもの読書活動についての関心と理解を深めることなどを目的に、 

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどを楽しむ、「あかちゃんへの 
おはなしかい」を、10 月 9 日（水）午前 11 時から 11 時 20 分まで、 

いわき総合図書館 4 階よみきかせひろばで開催します。 

対象は、1 歳までのあかちゃんとその保護者で、申込みは不要です。 
いわき総合図書館 4 階には、「授乳室」もありますので、お気軽に参加してみませんか？ 

知っていますか？便利な図書館機能 

1 人魚の眠る家 東野圭吾∥著 幻冬舎  1 希望の糸 東野圭吾∥著 講談社 

2 祈りの幕が下りる時 東野圭吾∥著 講談社  2 そして、バトンは渡された 瀬尾まいこ∥著 文藝春秋 

3 かいけつゾロリのちていたんけん 原ゆたか∥著 ポプラ社  3 一切なりゆき 樹木希林∥著 文藝春秋 

4 きえた！？かいけつゾロリ 原ゆたか∥著 ポプラ社  4 さよならの儀式 宮部みゆき∥著 河出書房新社 

5 魔力の胎動 東野圭吾∥著 KADOKAWA  5 沈黙のパレード 東野圭吾∥著 文藝春秋 

6 虚ろな十字架 東野圭吾∥著 光文社  6 むらさきのスカートの女 今村夏子∥著 朝日新聞出版 

7 素敵な日本人 東野圭吾∥著 光文社  7 落日 湊かなえ∥著 角川春樹事務所 

8 そして、バトンは渡された 瀬尾まいこ∥著 文藝春秋  8 「大家さんと僕」と僕 矢部太郎∥著 新潮社 

9 亥子ころころ 西條奈加∥著 講談社  9 平場の月 朝倉かすみ∥著 光文社 

10 かいけつゾロリのかいていたんけん 原ゆたか∥著 ポプラ社  10 大家さんと僕 矢部太郎∥著 新潮社 

 

図書館豆知識

今年の読書週間の標語は「おかえり、栞の場所で待ってるよ」  

１１月１６日から１週間にわたって開かれるアメリカの「チルドレンズ・ブック・ウィーク」にならい、

第１回の「読書週間」は、１９４７年（昭和２２）年１１月１７日から２３日までの間、各地で講演会・図書

に関する展示会が開かれました。その反響は大きく、「一週間では惜しい」との声を受け、第２回から現在の

１０月２７日から１１月９日（文化の日をはさんで２週間）となり、国民的行事として定着しました。 

いわき総合図書館でも、「読書週間」に様々な事業を開催します。ご参加をお待ちしています‼ 

シリーズ 数字で見るいわきの図書館 

貸出 TOP10 予約 TOP10 
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万冊 いわき総合図書館の累計貸出冊数

貸出冊数（累計）

R元年７月末現在 10,045,751冊



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
読書週間臨時拡大号    

【News】読書の秋は図書館へ！～読書週間事業のご案内～ 

 手づくり絵本講習会 「絵本をつくろう！」 

絵本に対する興味を高めることを目的に、世界に一冊…自分 

だけの絵本をつくる講習会です。 

■日 時 10 月 23 日（水） 10：30～12：00      

10 月 30 日（水） 10：30～12：30 

※２回通してご参加ください 

■会 場 いわき総合図書館 4 階 工作アトリエ 

■定 員 大人 12 名（先着順） 10 月 1 日（火）受付開始 

 ■準備物 えんぴつ、消しゴム、絵を描く道具（色鉛筆、絵具、ペンなど）、 

３０cm 程度の定規、はさみ、カッター、カッターマット 

（または厚いカタログ）、手拭き用タオル、固形スティックのり 

      （30g 程度の大きいサイズ） 

「いわき資料の調べ方講座 ～入門編～」 

  「いわき資料」（いわきに関する地域資料）について、図書館 

職員が基本資料や調べ方のノウハウなどを紹介する、初心者 

向けの講習会です。 

 市立図書館ホームページの「郷土資料のページ」や、レファレ 

ンス事例集「いわきの豆知識」など、知っていると便利なツール 

の利用方法などについても紹介します。 

■日 時 11 月 8 日（金） 13：30～15：00 

■会 場 いわき総合図書館 4 階 会議室 

■定 員 大人 12 名（先着順） 10 月 1 日（火）受付開始 

  

   商用データベース講習会  

「使ってみよう！データベース」  

商用データベースの利用促進を図ることを目的として、基本 

的な使い方や検索方法、活用方法などを学ぶことができる講習 

会です。 

今回は、新聞記事データベース「聞蔵Ⅱ」（朝日新聞社）、 

「ヨミダス」（読売新聞社）、辞書・事典データベース「Japan  

Knowledge Lib（ジャパンナレッジ リブ）」を使って、便利な 

調べ方を紹介します。 

■日 時 11 月 6 日（水） 13：30～15：00 

■会 場 いわき総合図書館 4 階 会議室 

■定 員 大人 12 名（先着順） 10 月 1 日（火）受付開始 

■講 師 木村 茉諭氏（紀伊國屋書店 データベース営業部）          



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書週間臨時拡大号 

 

 

企画展 
「生誕二百年記念  安藤信正とその時代展」 

 
  今年は、江戸幕府の老中を務めた磐城平藩主、安藤信正 

（1819-1871）の生誕から 200 年にあたります。 

本展示では、日本が鎖国から開国へと大きく方針を転換 

するなか、幕府の老中として世界と向き合った信正の業績 

について、坂下門外の変の錦絵や年表、図書館資料の展示 

を通して紹介します。 

また、信正と戊辰戦争との関わりについても解説します。 

 

■日 時 令和元年 10 月 29 日（火）から 

令和 2 年 5 月 24 日（日）まで 

■会 場 いわき総合図書館 5 階 企画展示コーナー 

図書館行事案内（10 月） 

    

【事前申込不要・入場無料】   

 

● いわき総合図書館（4 階 おはなしのへや） 

10 月 12 日（土）  午前 11 時から 

 

● 小名浜図書館（小名浜公民館 3 階 和室） 

10 月 26 日（土） 午前 10 時 30 分から 

 

● 勿来図書館（植田公民館 ３階 視聴覚室） 

10 月 19 日（土） 午前 10 時 30 分から   

 

● 常磐図書館（常磐公民館 ２階 和室） 

10 月 19 日（土） 午前 11 時から 

 

● 内郷図書館（内郷公民館 ２階 和室） 

10 月 19 日（土） 午前 10 時 30 分から 

 

● 四倉図書館（チャイルドハウスふくまる） 

10 月 12 日（土） 午前 11 時から 

 

※都合により日程・会場が変更になる場合があります。 

 

● ４階子ども展示コーナー〈おはなしのへや入り口〉 

10 月「おばけ・まじょのほん あきのほん」 

 

● ４階テーマ展示コーナー〈生活・文学のフロア階段前〉 

10 月 「ミステリー小説を読む」 

 

● ５階テーマ展示コーナー〈歴史・科学のフロア階段前〉 

10 月 「寒露」 

 

● ビジネス展示コーナー〈商用データベースパソコン脇〉 

10 月 「経営の本」 

 

● 国際資料展示コーナー〈いわき資料カウンター脇〉 

10 月 「和食」 

 

 

いわき総合図書館 ４階 会議室 午後２時～ 

● 10 月 19 日（土） 子ども向け 

 「かっぱのすりばち」（20 分） 

 

いわき総合図書館 展示棚のテーマ 

視聴覚資料上映会 

おはなし会 


